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一般に lightrareearthを含む系では,heavy rareearthを含む系に比べ S-fmix-
ingが強く,exchangeconstantEJlの enhancementがあることが従来から指摘されてお




Shimotomaietal･が高温 ･高圧下で合成 したCeRh｡B｡,PrRh｡B4 の低温物性を明らか




試料は,プラズマアーク溶解炉で作製 したRERh6B6組成の ingot を試料を出発材料とし
て,分割球体形高圧発生装置により合成された｡RERh6B6組成としたのは,試料を安定化さ




























刷 に比べてCeRh｡B｡で10倍,PrRh｡B｡ で3倍 enhanceされることがわかった｡
2･ CeRh｡B4は0･3Kで超伝導転移し,0･3K以上での磁気転移は無い｡
3･ a)格子定数の解析からCeRh4B｡は3･4価の価数揺動物質であることが示唆されており,
b) γの enhancement は価数揺動物質CeRu26)でも見出されていることから,CeRh4B4
に於けるモーメントの縮み,lJlの enhancementもCeモーメントの価数揺動に起因し
たのかもしれない｡
4･ PrRh｡B｡の 〟｡ffの大きさは,結晶場効果による′ 多重項分離を考慮することにより説
明できる｡





















いることが報告されている｡3) 常誘電相 (空間群 Pb′｡m(D2h16))は,永久双極子モーメント
を持つSC(NH2)2分子が単位胞内に4つ存在し,b-glide,n-glide によって電気的極性が





我々は, Ⅰ- Ⅱ- Ⅱ の相転移を微視的に理解するために,常誘電相の293K,257K,
221K,中間相の178K,強誘電相の169K,149K,103Kの温度でX線構造解析を行った｡
また,202Kでソフト化するB2｡ モー ド4)に注目し,このモー ドに属する光学的な回転変位
ARcと並進変位 ATa,及び音響学的な並進変位 ATb を調べるために, Ⅱ相の167･5K～
125Kの温度領域で(4,0,0)(5,0,0)(0,4,0)(0,6,0)の反射の精密な積分強度を測定し,
SC(NH2)2分子の各変位を解析したo得られた結果とその考察を以下に示すo
1 格子定数 a,A,Cの温度変化について
Futamaらの結果5)と良い一致を示し,常誘電相及び強誘電相の平均構造の温度変化と対応
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